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植 物 防疫研究課題の概要

農林水産省農林水産技術会議事務局 西
お

尾 隆

は じ め に

農林水産省の平成8 年度農林水産関係科学技術振興費
(概算決定額) は， 対前年度比 5. 2%増の81，073百 万円で
あ り ， そ の 中 で農林水産技術会議分 は， 65，404百 万円で
6. 0%増， 事業費だ け で見れば 32，239百 万 円 で 11 . 5%増
と な っ て い る 。 今年度 の農林水産技術会議関係 の予算要

求の特徴 を 要約す る と 以下の よ う に な る 。
1 .  新技術 ・ 新分野創出の基礎 と な る 研究開発の促進

1) 生物機能の解明 ・ 高度利用等 を促進す る 基礎研
究の強化
「新技術 ・ 新分野創出 の た め の基礎研究の推進」

2) 新 し い産業の創出 に つ な が る 研究開発
「革新的技術創出基礎調査J (新規) ， r新産業創出
フ ロ ン テ ィ ア研究J (新規) ， r農林水産新産業技術
開発事業J (新規) 。

2. 重要政策課題 に対応 し た研究開発の 実施
1) 生産体質強化の た め の基盤的技術の 開発

「麦等 の新用途 ・ 高 品質畑作物品種 と 利用技術 の
開発J (新規) ， r画期的新品種の創出等 に よ る 次世
代稲作技術構築の た め の 基盤 的総合研究J ( 継
続) ， r繁殖技術の高度化 に 基づ く 新乳肉複合子牛
生産技術の 開発J (継続) ， r溜池の機能回復 ・ 機能
向上技術の 開発J (新規) ， rきの こ 菌糸の変異判別
及び予防技術の 開発J (新規) 等。

2) 農林水産業 と 環境 に 関す る 研究
「農林水産業及び農林水産貿易 と 資源 ・ 環境 に 関
す る総合研究J (新規) ， r環境保全の ための家畜排
池物高度処理 ・ 利用技術の確立J (継続) ， r農林水
産生態系 を利用 し た 地球環境変動要因の制御技術
の 開発J (継続) ， r物質循環の 高度化 に基づ く 生態
系調和型次世代農業システ ム の 開発J (継続) 。

3) 地域の多様な農林水産業の展開 に 資す る た め の
研究開発
r (農林水産 ジ ー ン パ ン ク 事業のうち ) 地域作物の
特性評価J (新規) ， r地域先端技術共同研究開発促
進事業J (新規) ， r先導的技術実用化促進のた め の
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研究J (継続) ， r地域基幹農業技術体系化促進研
究J (継続) 。

4) 国際研究協力 の 強化等
「 ブ ラ ジ ル 中南部 に お け る 持続型農牧輪換シス テ
ムの開発J (新規) ， r 中央ア ジ ア に お け る 草地保全
及び家畜の安定生産技術の 開発J (新規) ， r熱帯産
在来有用樹 に よ る 地域生態系の再生 に 関す る 基礎
的研究開発J (新規) ， r病害虫被害の経済的評価 に
関す る 調査研究J (新規) ， r侵入病害虫 の 防除 に 関
す る 研究推進J (継続) 。

3. 基礎的 ・ 先導的研究の 強化
「次世代組換 え DNA 技術開発研究J (新規) ， r組換 え
体の実用化 の た め の 安全性確保 に 関 す る 研究J (新
規) ， r イ ネ ・ ゲノムの遺伝子分子地図 の作成J (継
続) ， r生物情報の解明 と 制御 に よ る 新農林水産技術
の開発に 関す る総合研究J (継続) ， r農林水産系生態
秩序の解明 と 最適制御 に 関す る総合研究J (継続) ， 
「新需要創出 の た め の 生物機能 の 開発 ・ 利 用技術の
開発 に 関 す る総合研究J (継続) 。

4. 研究成果 ・ 情報の活用 促進
「農林水産 ジ ー ンパ ン ク 事業J (継続) ， rDNA パ ンク
事業J (継続) 。

5. 都道府県 ・ 民間等の研究開発へ の支援
「地域先端技術共同研究開発促進事業J (新規) ， r地
域基幹農業技術体系実用化研究J (継続) ， r指定試験
事 業J (継続) ， r農林水産新産業技術開発事業J (新
規) 。

6 . 試験研究体制 の充実

次 に ， 平成8 年度に 実施予定 の試験研究の 中 で， 植物
防疫関係 の (課題が含 ま れて い る ) プ ロ ジ ェ ク ト 研究の
概要は以下の と お り であ る 。

I 技術研究の強化経費

1 総合的開発研究

総合的開発的研究 と は行政上の緊急な要請 に対応 し ，
広範な分野 に わ た る 技術開発 を一体的 に 行う と と も に ，
こ れ ら を総合的 ・ 体系 的 な技術 に組み立て る こ と を 目 指
し ， 大規模な 組織的共同体制 の 下 で実施す る 研究 で あ
る 。 現在， 平成8 年度に 開始 さ れ る も の を含め る と 全部
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で 7 課題 あ る が， そ のう ち 次 の 4 課題が植物防疫 に 関係
し て い る 。

「畑作物 の 高収益 ・ 安定生産 の た め の基盤技術の 開発
(高収益畑作) J (平成 4�9 年度， 127百 万円 ) 。 わ が国の
主要畑作物 を対象 に ， 畑作経営の高収益化， 安定的発展
を 目 的 と し て ， 甘ショ等主要畑作物の高品質化および生
産性向上技術の 開発， 新規導入作物 を組み込んだ高度土
地利用技術の開発および大規模畑作経営の展開方式の解
明 に 関 す る総合開発研究 を 実施す る 。 病害虫関係で は 3
研究室が参加 し て い る 。

「画期的新品種の創出 等 に よ る 次世 代稲作技術構築の
た め の 基盤 的総合研究 J ( 平 成 7�16 年 度 ， 332百 万
円 ) 。 わ が国 の稲作の高品質化や大幅な低 コ ス ト 化 を 図
り ， 農薬等化学資材の使用量 を合理的 に 減 じ た 低投入型

栽培 を 目 指す た め ， 複数の病害虫や冷害 に 強 く ， 雑草耐
性 を 有 し ， 直播適性が高 く ， 高品質多収な 品種な ど の画
期的新品種の創出 お よ び水稲の生理生態や， ス ト レス耐
性 ・ 病害虫抵抗性の解明等 によ り 次世 代稲作生産の基盤
と な る 技術の 開発 を 行う。 病害虫関係課題 と し て は， 同
質遺伝子系統 に お け る 病害発生抑止機構の解明や， ウ ン
カ 類等 の害虫 に対す る 水稲 の 自 己防御機能の解明 な ど を
行う。

「麦等 の 新用途 ・ 高 品 質畑作物 品 種 と 利 用 技術 の 開
発J (平成8�17 年度， 340百 万 円) 。 新た な ニ ー ズ に 即 し
た 麦， 大豆， 飼料作物等の低 コ ス ト 安定生産技術 を始め
と し て 環境保全 に も 配慮 し た 技術開発 を 推進す る た め
に ， ア ミ ロ ースや蛋白質含量等の成分組成 を 改変 し た 新
用途向 け 畑作物並 びに ASW を 超 え る プ レ ンド用 小麦
な ど を 開発す る と と も に， 低 コ ス ト 環境保全型作付 技術
を確立す る 。 病害虫関係課題 と し て は， ト ラ ッ プ作物 に
よ る カ メ ム シ防除技術の 開発， 大豆黒根腐病抵抗性検定
法 の 確立， ハ ス モ ン ヨ ト ウ 抵抗性機作 の 解 明 な ど を 行
つ。

「農林水産業及び農林水産物貿易 と 資源 ・ 環境 に 関 す
る総合研究J (平成8�12 年度， 173百 万円) 。 農林水産業
および農林水産物貿易が資源 ・ 環境に与 え る 影響の客観
的評価手法 を 開発す る た め に ， 水資源 ・ 土壌資源 等 に つ
い て ， マ ク ロ レベルか ら の ア プ ロ ー チ によ り ， 国際比較
可能 な計量指標 で あ る マ ク ロ イ ン デイケ ー タ ー を 策定
し， 影響評価 を行う。 こ の 中 で， 農薬の環境への影響 に
関す る マ ク ロ イ ン デ ィ ケ ー タ ー の策定 を行う。

2 大型別枠研究

21 世紀 を 見通 し た 長期的 な視点 か ら の重要問題 の 解
決に必要な新 し い技術の確立並びに研究水準の飛躍的向
上 を 目 指 し ， 都道府県， 大学， 民間等 と の組織的共同体

制の下で大規模に 実施す る 研究であ り ， 現在次の 3 プ ロ
ジ ェ ク ト が進行中 で あ る 。

( 1 ) r生物情報の解明 と 制御 に よ る 新農林水産技術
の 開発 に 関す る総合研究 (生物情報) J (昭和 63�平成 9
年度， 400百 万円)

生物体内の刺激や情報の伝達機構 を ， ホ ル モ ン， 酵素
の レベルで解明および制御す る こ と に よ り ， 次世 代の高
水準な農林水産技術につ な げ る こ と を 目 指す。 本 プ ロ ジ
ェ ク ト で は病害虫防除 を直接 目 的 と し た 課題 は な い が，
昆虫の休眠， 変態， 生体防御， 植物の環境適応および共
生な どの基礎研究 を 行っ て い る 。

( 2 ) r農林水産系 生態秩序の解明 と 最適制御 に 関す
る 総合研究 (生態秩序) J ( 平成元 �10 年度， 426百 万
円)

個体群， 群集， 群落等各 レベル に お け る 生物個体聞 の
相互作用 に かかわ る 諸国子 を 明 ら か に し ， そ れ を積極的
に利用 す る こ と によ り 農林水産生物の資源 管理， 生産技
術， 生産環境の最適制御技術の 開発 を 目 指す。 本 プ ロ ジ
ェ ク ト で は， 耕地生態系 チ ー ム の 中 に雑草制御サ プチ ー
ム ， 昆虫等制御サ プチ ー ム および耕地微生物制御サ プチ
ー ム の 3 チ ー ム が あ り ， 多 く の研究室が植物防疫にか か
わ る 研究 に参加 し て い る 。

( 3 ) r新需要創出 の た め の生物機能 の 開発 ・ 利 用 技
術の 開発 に 関 す る総合研究 (新需要創出) J (平成 3�12 年
度， 438百 万円 )

農林水産物の従来の用途を一層厳大す る と と も に ， 新
た な需要を喚起 し ， 新 し い形質や機能 を 備 え た 生物分解
性プ ラ スチ ッ ク 等 の産業用素材等 を 開発す る た め， わ が
国 の 多様な生物資源 の有す る 機能 に 着 目 し ， そ れ ら の持
つ新た な特性の解明 ・ 評価および変換技術等の 開発 を 目
指す。 病害虫関係 の研究室 は ， 森林総研の 1 研究室 の み
であ る 。

3 一般別枠研究

次の特別研究 と ほぼ同様の性格 を 持 つ が， 特に規模が
大 き し そ の波及効果が大 き い こ と か ら ， 研究 を 強力 に
推進す る こ と が必要 な も の で あ る 。 平成8 年度か ら の新
規課題 を含め て 4 課題があ る が， そ のうち 植物防疫に 関
係 の あ る 課題 は 次 の 1 課題であ る 。

「農林水産生態系 を利用 し た 地球環境変動要因 の制御
技術の 開発 (地球環境) J (継続) (平成 2�8 年度， 1 50百
万円) 。

地球規模の環境変化 を も た ら す二酸化炭素， メ タ ン，
亜酸化窒素の動態 を 解明す る と と も に ， こ れ ら 温室効果
ガスの農林水産生態系 を利用 し た 循環制御 ・ 低減化技術
を 開発す る 。 併せ て ， 地球環境変化の農林水産生態系 に
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与 え る 影響の解明 と 主要農産物の生産力変動予測技術の
開発 を 行 い ， 対策技術 の 開発 に 資 す る 。 病害虫 関係で
は， 環境変化 に伴う昆虫個体群や植物病原偲体群の動態
の解析， 害虫 のバ イ オ タ イ プ出現機構の解明， い も ち 病
の発生動態 ・ 変動機構の解明等の研究課題が あ る 。

4 特別研究

経常研究で は対処 し得 な い規模で， 行政上の要請が強
い も の および新研究分野 も し く は新技術の開発 を ， 急速
に 促進す る 必要 が あ る た め 行う プ ロ ジ ェ ク ト 研究 で あ
り ， 平成 8 年度の総予算要求額は 466百 万円， 実施課題
は 22 であ る 。

病害虫関係の課題 は 「ヒノキ 漏脂病の発現機績の解明
と 被害軽減技術 の開発J ( 平成 6�9 年度) が あ る 。 ま
た， 昨 年度か ら ， 雑草の繁殖特性， 休眠特性等 を標的 と
し た新雑草制御技術および雑草の発生 ・ 生育予測等 に対
応 し た 除草剤低減技術 を 目 指 し た 「環境調和型水田雑草
制御技術の 開発J (平成 7�9 年度) が始 ま っ た 。

5 新産業創 出 フ ロ ンティア研究

今後の農林水産業 ・ 食品産業や農山漁村の活性化 に 向
け て 新たな展開 を 図 る た め に ， 新産業分野の創出 に 向 け
て， 先駆的 な研究開発のハ ー ド コ ア と な る 革新的 な新技
術 ・ 手法 を 開発す る 目 的で作 ら れた 予算枠で， 今年度 は
5 課題， 230百 万 円 が計上 さ れた 。

植物防疫関係 の課題 は ， r新形質付与 の た め の エ ン ド フ
ァ イ ト の機能解明J (平成 8�10 年度) が あ り ， イ ネ 科植
物 に お け る エ ン ド フ ァ イ ト およびそ の有用機能の探索，
植物 と エ ン ド フ ァ イ ト と の親和性， 非親和性 に つ い て 分
子遺伝学的手法 も 用 い て解明す る こ と に よ り ， 生物農薬
等の 開発 に 向 け た 基礎的知見 を得 る 。

6 侵入病害虫の防除 に関す る 研究

海外か ら 侵入 し た 害虫や そ の害虫が媒介す る 微生物や
ウ イ ル ス によっ て引 き 起 こ さ れ る 病気であ っ て ， 放置す
る と 急速 に圏内で ま ん延 し ， 農作物 に 多大な被害 を及ぽ
す こ と が懸念 さ れ る も の のうち ， 薬剤 に よ る 防除が困難
な も の ， 当該病害虫 に 関 す る 知見が不足 し て い る た め 有
効な防除対策が取 り 得 な い も の を対象 と し て ， 既 に 被害
が発生 し て い る 都道府県 の 試験研究機 関 の 協力 の も と
に ， 当該病害虫の生理， 生態の解明並びに耕種的防除 を
中心 と し た 防除体系 の確立 に 関す る 研究 を緊急 に 行うた
め の も の であ る 。 現在， 次の 3 課題があ る 。

「 マメハ モ グ リ パエ の 防除 に 関 す る 研究J (平成 6�8 年
度， 320 万円) 。 本研究で は ， 薬剤 に対す る 感受性が低 く
国内外で防除法が確立 さ れて い な い マメハ モ グ リ パエ に
つ い て 生理 ・ 生態 の 解明 を 行 い ， 防除法 の 確立 を 図 る
(農業環境技術研究所， 野菜 ・ 茶業試験場) 。

「 ア ル フ アル フ ァ タ コ ゾ ウ ムシの 防除 に 関 す る 研究」

(平成 8�10 年度， 296 万 円 ) 。 本害虫 は， マ メ科牧草 を食
害す る が， レ ンゲハ チ ミ ツ 生産の た め に 農薬 に 依存 し な
い防除法が切望 さ れて い る 。 こ の課題では， 生理生態の
解明， 寄生選好性の解明， 天敵調査 な ど を 行う (草地試
験場， 森林総合研究所) 。

「 ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除 に 関す る 研究J (平成
8�10 年度， 296 万 円 ) 。 本害虫 は 花 き 類 を 主体 に 野菜，
果樹 に被害 を 与 え る 侵入病害虫 で あ る が， 平成 5 年以降
急速 に 分布域 を拡大 し て い る 。 こ の た め ， 本害虫の薬剤
抵抗性ス ペク ト ラ ムの解明や天敵導入 の研究 を 行う (野
菜 ・ 茶業試験場， 果樹試験場) 。

7 国際農林水産業プ ロ ジ ェク ト 研究

開発途上国 に お い て ， わ が国 が進 め る 農林技術協力 に
必要 な技術の 開発 に 関 す る 試験研究並び に 農林業 の研究
領域の拡大 と 研究水準 の 向上 に 役立 つ 試験研究のうち 組
織的 に 実施す る も の で あ り ， 熱帯農業研究セ ン タ ー が担
当 し て い る 。 平成 8 年度予算の 実施課題数 は 21， 総予算
は 421百 万 円 で あ る o

植物紡疫関係 の課題 と し て は. r熱帯二期作地帯 に お り
る 水稲生物害総合防除技術体系 の 確立 J ( 平成 5�9 年
度， マ レ ーシア ) ， r北及び東ア フ リ カ地域に お げ る パ ツ
タ 類の生合理的害虫管理法の 開発J (平成 7�1 l 年度， ケ
ニ ア ) ， r 中 国 に お け る 果菜類等 の 耐病性優良系統 の 育
成 J (平成 4�8 年度， 中国) が あ る 。

8 バ イ オテク ノロ ジ ー先端技術研究

ノ Tイ オ テ ク ノ ロ ジ 一分野 に お け る 画期的 な新技術の開
発 を 図 る た め ， 長期的視点 に 立 っ た こ の分野の基幹的課
題 に 取 り 組む プ ロ ジ ェ ク ト 研究で あ る 。

「パイ テ ク 植物育種 に 関す る総合研究J (昭和 61�平成
12 年度， 412百 万 円 ) 。 飛躍的な 生産性 を 持 ち ， 劣悪環境
に も 適応で き る 新資源作物および多様化す る 消費者ニ ー
ズ に対応 し た 画期的 な形質 を持つ新資源作物 を 作出 す る
た め ， パ イ テ ク 手法 を 活用 し た総合研究 を 実施 し て お
り ， 耐病性， 耐虫性の付与 も 重要な課題 と な っ て い る 。

「見虫の機能利用 と 資源 化 に 関す る 基礎研究J (平成 5
�12 年度， 110百 万円 ) 。 近年の基礎生物学の成果 の 応用
によ り ， 昆虫が持つ特異機能の 解明， 昆虫が生産す る 有
用物質 の特性解明 に 着手す る と と も に ， こ れ ら の機能や
有用物質 を利用 す る た め の基盤 と な る 技術 と し て の， 昆
虫および昆虫培養細胞の 大量増殖技術等 を 開発 し ， 農林
水産業 に新 し い技術分野 を確立す る た め の 基礎的研究 を
行う。 病害虫関係 で は ， 昆虫病原微生物の 特性解明およ
び利用技術の開発， 昆虫病原微生物等の評価および利用
技術の 開発， と い っ た課題が あ る 。
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「病原微生物の遺伝子解析 と 利用 技術の 開発J (平成 7
�12 年度， 81百 万円) 。 病原微生物 に つ い て病原性発現
に 関与す る 特異的遺伝子の検索 ・ 単離， 構造および機能
解析 を 通 し て病原性発現機構 を 解明 し， こ れ を基盤 と し
た 新 し い診断法および防除法の開発 を 行う。

E 他省斤計上予算

科学技術庁， 環境庁の一括計上予算の 中で， 関連 し た
試験研究 を行っ て い る 。

1 科学技術斤関係

原子力試験研究費 に つ い て は， 直接 に 関連す る 課題は
な い。

科学技術振興調整費 に つ い て は， 省際基礎研究 に お い
て 「昆虫化学交信の高度制御技術の 開発J (平成 7�9 年
度， 平成 7 年度予算 4449 万円， 蚕昆研， 九州農試， 他大
学 ・ 他省庁研究機関， 外国研究機関等) が昨年度か ら 始
ま っ た 。 本研究では， 生物間情報交信物質の決定等 に よ
り ， 環境 と 調和す る 合理的かつ有効 な難防除害虫の防除
法の確立， 見虫の交信進化の解析 に よ る 化学生態学の飛
躍的発展 を 目 指す。

ま た ， 重点基礎研究 に お い て も ， 直接植物防疫や昆虫
に 関係 し た 課題が平成 7 年度 に い く つ か実施 さ れた。

2 環境庁関係

公害防止等試験研究 と し て ， r小笠原森林生態系 の修
復 ・ 管理技術 に 関す る 研究J (平成 7�1 l 年度， 1442 万
円， 森林総研) が昨 年度か ら 実施 さ れて い る 。

皿 指定試験

指定試験事 業 と は 国 が行う必要 が あ る 試験研究 のう
ち ， 国 の試験研究機関の置かれてい る 立地条件か ら ， こ
れを行い得 な い も の に つ い て ， 立地条件が適当であ り ，
かつ研究員， 施設等の整 っ て い る 都道府県の試験研究機
関 を 指定 し， 委託実施す る も の であ る 。

平成8 年度 に 委託実施 さ れ る 病害虫分野 の 指定試験
は， 9 課題で あ る (表 1 参照) 。

W 都道府県の試験研究への助成

植物防疫関連課題 を含む， 都道府県の試験研究 に対す
る 助成 と し て は次の事 業が あ る 。

表 - 1 病害虫分野の指定試験

単 位 試験研究機関名 試験課題名

いもち病 福島農試 いもち病の省農薬防除体系確

立のための高精度発生予祭シ

ス テムの開発

球根類病害 富山農技セ ン タ 花き球根類主要病害の制御技

一野菜花き試 術および抵抗性検定法の開発

いもち病 愛知農総試山間 いもち病菌変異機構の解明 と

技術実験農場 抵抗性検定法の開発

牧草病害 山口農試 暖地 ライ グ ラ ス 類および飼料

作物主要病害の発生機作の解

明 と 抵抗性検定法の開発

果樹カ メムシ類 福岡農総試生産 果樹類に発生する カ メムシ類

環境研究所 の生態解明 と 総合的防除技術

の開発

馬鈴薯病害 長崎総農林試愛 暖地ばれいしょ主要病害・線

野馬鈴薯支場 虫の生態解明 と 抵抗性検定法

の開発

畑作病害虫 鹿児島農試大隅 暖地畑作物の病害虫防除法

支場

サ ト ウ キ ピ病害 沖縄農試 さ と うきぴ病虫害制御技術お

よぴ抵抗性検定法の開発

南方系侵入害虫 沖縄農試 南方系侵入害虫まん延防止の
ための最適防除技術の開発

「地域基幹農業技術体系化促進研究J (平8 概算要求額
401百 万円， 24 課題:平成 7�1 l 年度) で は ， rm. 環境
保全型農業技術体系の確立J に お い て 「生物的防除 を 基
幹 と す る 省農薬病害虫制御技術J (茨城， 静岡， 兵庫， 宮
崎) ， r耐病性強化 と 発生予察の高度化 に よ る 水稲病害の
総合防除技術J (宮城， 新潟， 埼玉) な ど を行う。

「地域重要新技術開発促進事 業J (平8 概算要求額 309
百 万円) で は ， 病害虫防除の課題 と し て ， r性 フ ェ ロ モ ン
および天敵利用 を 基軸 と し た リ ン ゴ と モ モ 害虫 の滅農薬
防除技術の確立J (平成8�10 年度 : 福島， 秋田， 岩手，
長野) と 「花 き ・ 果菜類の新発生害虫 ミ カ ン キ イ ロ ア ザ
ミ ウ マ の緊急防除対策J (平成8�10 年度:和歌山， 広
島， 埼玉， 愛知) が新た に 開始 さ れ る 予定 で あ る 。

「地域先端技術共同研究開発促進事業J (平8要求額44
百 万円 ) で は， r ウ イ ルス病害制御技術の 開発」 が予定さ
れて い る 。
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